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【審査申請課題】

EORAにおける感染症発現率および発現時期の検討

2 29 申

【審査課題の概要】

近年、高齢化に伴い、60歳以上で発症した関節りウマチ(以下、EORA)が増加している。しか
し、E0臥に関して治療薬や副作用、特に感染症について検討した報告は少ない。
当院でEORへにおける治療薬の使用実態及び有害事象の発現状況を把握することが必要で
ある。
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審査結果 令手吃年Ⅱ月18日承認


